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生物学類担当授業科目

　進化遺伝学、遺伝学概論、進化遺伝学実験

研究領域　進化遺伝学

研究テーマ　種形成

・ ショウジョウバエの配偶行動にかかわるシグナルの解析

・ 性的隔離を支配する遺伝子の解析

・ 自然集団における殺虫剤抵抗性遺伝子の変異と抵抗性

　遺伝子の分子遺伝学的解析

研究概要

　「種はどのようにして形成されるか」、これが私たちの

メインテーマであり、 これに沿ってショウジョウバエを

用いて多方面から研究を継続している。また、自然集団

における殺虫剤抵抗性の発達を解析することによって進

化の過程を研究している。さらに、抵抗性遺伝子の構造

と機能に関して分子遺伝学的解析を進めている。

１．ショウジョウバエが求愛をする時に用いる聴覚、接

触化学感覚、視覚にかかわるシグナルを近縁種間で解析

することによって、種形成の手がかりが得られると考え

ている。日本に生息するカオジロショウジョウバエ類

（Drosophila auraria complex）４種は、実験室で妊性

のある雑種を相互に形成する。しかし、野外では同所的

に棲息するにもかかわらず、今までこれらの間での雑種

は見いだされていない。このことは、自然界ではいろい

ろな生殖的隔離の一つである性的隔離（雌雄が出会って

も何らかの原因で交配しない）がこれらのハエで発達し

ており、雌または雄が正確に種の認識を行っていること

を示している。

　カオジロショウジョウバエ類４種の求愛歌を録音し、

分析したところ、パルス間間隔（IPI）が重要であり、

種間の染色体置換により IPI は複数の遺伝子によって支

配されていることがわかった。IPI を変化させた合成音

を使った解析から、雌は IPI を手がかりとして雄を選ん

でいると考えられた。すなわち求愛歌は種を認識する上

で重要なシグナルであることが示された（文献１，２）。

現在、他の種を使用して、求愛歌を認識する染色体上の

領域を同定することに成功し、分子遺伝学的解析を進め

ている。また、接触化学感覚のシグナルである性フェロ

モンの産生と受容の解析から、種がどのように形成され

たかを追求している。さらに視覚にかかわるシグナル（明

暗、光の波長）も種形成に関与していないかどうかを調

べている。

２．　アナナスショウジョウバエ（Drosophila 

ananassae ）とパリドーサショウジョウバエ（D. 

pallidosa）は交配すると雌雄共に妊性がある雑種一代

が得られる。しかし、自然界では交配が行われている様

子はない。性フェロモンの分析（文献３）や求愛歌の解

析から強い性的隔離が両者の間に存在していることを確

認した。さらに、雌が雄の求愛歌を識別するための遺伝

子の存在が遺伝学的に確認された（文献４）。現在、こ

の遺伝子および求愛歌の詳細について澤村京一講師、山

田博万準研究員と共同研究を行っている。

３．　昆虫は様々な殺虫剤に対して抵抗性を発達させて

きた。この抵抗性はどのようにして発達するのであろう

か。また、抵抗性遺伝子はどのような構造をもっている

のだろうか。これらを明らかにすることを目的として、

まずキイロショウジョウバエ自然集団から多数の雌を採

集して抵抗性を解析したところ、自然集団の変異の様相

を明らかにすることができた。その結果、自然集団の抵

抗性は少数の抵抗性遺伝子によって実現されていること

がわかった（文献５）。この抵抗性の遺伝子を世界のい

くつかのグループが先陣を争って追求している。我々が

独自に自然集団から見いだした抵抗性遺伝子を用いて分

子遺伝学的解析を進めたところ、他のグループにはみら

れない興味深い結果が得られつつある。
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